
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
  

 

 

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ 

 
 
 
 

 
 
 

原
田 

和
正 

さ
ん 

楽しい話し合い・相談・情報交換ができる認知症カフェ 毎
月
第
三
日
曜
日 

第 61号 令和３年６月 20日    

六
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
た
め
の
講
習
会 

今
年
も
先
月
に
引
き
続
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
を
次
の
日
程
で

開
き
ま
す
。
参
加
す
る
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
（
ネ
ッ
ト
接
続
済
）、
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
の
い
ず
れ
で
も
可
能
で
す
。
当
日
お
使
い
に
な
る
予

定
の
機
器
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
は
難
し
い
と
思
っ
て
い

る
方
、
講
習
を
受
け
た
け
れ
ど
、
音
声
が
で
な
か
っ
た
り
繋
が
ら
な
か

っ
た
り
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
、
何
度
で
も
大
歓
迎
で
す
。 

・
六
月
十
八
日
（
金
）
午
後
二
時
～
三
時
半 

・
場
所 

城
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザH

ap
iS

p
o
 
 

 
お
申
し
込
み
は
、
事
前
に
裏
面
に
記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル
か
電
話

で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

当
法
人
は
二
〇
〇
七
年
に
開
催
さ
れ
た
「
団
塊
創
業
塾
」

と
い
う
セ
ミ
ナ
ー
に
集
っ
た
仲
間
が
作
っ
た
Ｏ
Ｂ
会
を
母
体

に
二
〇
一
一
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時
我
々
の
大
き
な
関

心
事
は
「
高
齢
化
」
で
、
や
が
て
自
分
達
が
高
齢
者
の
仲
間

入
り
を
す
る
際
に
、
困
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
お

き
た
い
と
考
え
、「
中
高
年
を
元
気
に
す
る
」
こ
と
を
ミ
ッ
シ

ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
介
護
予
防
の
分
野
で
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
二
〇
一
四
年
三
月
に
は
街
中
の
居
場
所
「
く
れ
ば
」

を
開
設
、
二
〇
一
五
年
六
月
に
は
「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
支
援
事

業
」
を
開
始
し
、
本
格
的
な
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

「
く
れ
ば
」
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
会
員
が
講
師
を

務
め
る
「
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」、
旅
行
や
読
書
等
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
皆
で
話
し
合
う
「
サ
ロ
ン
」、
Ｉ
Ｔ
や
家
計
の
こ
と
を
質 

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
の
か
。
じ
っ
く
り
観
察
す
る
と
い
く
つ
か
の
共
通
点

が
分
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

  

 
 

 

が
あ
っ
た
こ
と
が
新
た
に
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
渋
沢
が

静
岡
の
目
玉
商
品
と
し
て
力
を
入
れ
て
進
め
て
い
く
べ
き
産
業
と
し

て
、
茶
業
で
は
な
く
養
蚕
を
推
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
事

実
で
す
。
今
回
の
お
話
は
、
何
故
渋
沢
が
お
茶
よ
り
も
養
蚕
を
優
先
し

た
の
か
、
そ
の
決
断
の
裏
側
も
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

問
す
る
「
相
談
会
」、
等
が
あ
り
毎
月
予
定
表
を
作
っ
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
昨
年
三
月
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
一
時
閉
館

し
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
居
場
所
」
を
継
続
中

で
す
。 

発
足
当
初
は
三
〇
名
だ
っ
た
会
員
さ
ん
は
現
在
は
百
名
ほ
ど

に
増
え
、
皆
さ
ん
楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。
会
員
さ
ん
は
元

気
な
方
が
多
く
、
ま
さ
に
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
」
を

送
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
彼
ら
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
の
か
。
じ

っ
く
り
観
察
す
る
と
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
分
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ミニ講話 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
静
岡
団
塊
創
業
塾
理
事
長 

 

６月20日 午後２時～４時  オンラインで行います 

 

2014 年 3 月、両替町にイベン

ト型常設居場所「シニアライフ

支援センター・くれば」を開設。

中高年世代を元気にする「仕組

み、仕掛け、居場所」の提供を

目指し日々奮闘中。 

セカンドライフお助けコーチ・

モノコト研究家。 
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主 催 

 

連絡先 

会場提供 社会福祉法人静和会 

Yousai  

 

   090－5620－6070 

   orange@npo-humancare.jp 
 

 

 

 

090－5620－6070 

 

左手に鳥居のある 

神社の中を通り、 

右に、次に左に曲 

がって２本目の角 

 

NPO法人 

ヒューマンケア・支援機構 

（ハピスポデイ和かな） 

 

 

 
 

六
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・カ
フ
ェ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

一
、
ミ
ニ
講
話 

原
田
和
正
さ
ん  

二
、
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い 

①
講
師 

原
田
さ
ん
を
囲
ん
で 

②
認
知
症
に
つ
い
て 

③
認
知
症
の
ご
家
族 

④
上
藤
美
紀
代
の
部
屋 

⑤
相
談
（
介
護
保
険
の
使
い
方
な
ど
） 

⑥
私
の
好
き
な
も
の
を
語
る 

  当
日
ま
で
に
、
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
を
考
え
て

お
い
て
く
だ
さ
い
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オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
フ
ェ
参
加
の
申
し
込
み 

 
 

六
月
二
〇
日
（
日
）
二
時
～
四
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
フ
ェ
参

加
の
た
め
の
情
報
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
ア
ド
レ
ス
と
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
パ
ス
コ
ー
ド
）
は
、
こ
れ
ま
で
参
加
さ
れ
た
方
に

は
、
遅
く
と
も
前
日
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
（
申
し
込
み

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
フ
ェ
に
こ
れ 

ま
で
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方 

は
、
十
八
日
（
金
）
ま
で
に
下
記 

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
申
し 

込
み
く
だ
さ
い
。 

 

 

    

NPO法人ヒューマン・ケア支援機構 

社会福祉法人静和会 

 

共 催 

 

江戸の超アクティブシニア 北 斎 
 
江戸時代の浮世絵師、葛飾北斎は当時としては

例外的な 90 年の人生を全うした日本を代表する

芸術家です。その影響力は海外にも広がり、ゴッ

ホやマネにも及んだとされています。 

北斎には、後年に伝わる、衣食住には無頓着だ

ったという話や対人関係にまつわるエピソードに

よって、少し変わり者の天才、といったイメージ

があります。しかし、より正確な人物を描くため

に、接骨家の元に師事し、筋骨の解剖学を熱心に

学んだというエピソードからは、自己の技量を客

観視し、ブラッシュアップする冷静で実直な人物

像が浮かびあがってきます。晩年、娘の前で「猫

１匹まともに描けない」と嘆いた北斎が、自らの

作品に注ぐ目は、極めて冷徹であっただろうとも

想像できます。 

生涯、絶え間ない向上心とともに富嶽三十六景

など、３万点もの作品を残した北斎は、いまわの

際に、次のような言葉を残したとされています。

「天が私の命をあと５年保ってくれたら、私は本

当の絵描きになることができるだろう」。 

        （某ボランティア記） 

 

  

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い 

オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
フ
ェ
で
は
、
ミ
ニ
講
話
の
後
、
参

加
者
の
皆
さ
ま
に
、
そ
の
場
で
自
由
に
「
グ
ル
ー
プ
」

を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
別
れ
て
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。
六
月
は
下
記
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
グ
ル
ー
プ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

『
上
藤
美
紀
代
の
部
屋
』
に
つ
い
て
、
上
藤
さ
ん
は

「
皆
さ
ま
の
ご
希
望
に
添
っ
た
内
容
を
企
画
し
、
と
き

に
は
人
生
の
先
輩
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

六
月
の
相
談
は
、
静
和
会
城
東
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ

ー
の
ケ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
松
本
忍
さ
ん
（
社
会
福
祉
士
・

介
護
福
祉
士
）
が
対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

 

 

 




